
議
会
主
催
で
岩
国
短
大
と
親
子
の
交
流

議
会
主
催
で
岩
国
短
大
と
親
子
の
交
流

議
会
主
催
で
岩
国
短
大
と
親
子
の
交
流

議
会
だ
よ
り

2025.  11. 1
第

141
号

町
長
報
酬
５
％
削
減
可
決

一
般
質
問

議
会
と
子
育
て
世
代
の
交
流

令
和
６
年
度
決
算
審
議

地
域
の
声
・
委
員
会
N
O
W



庁舎北側通路の雨漏り工事

＊
税
務
総
務
費
過
誤
納
還
付
金

　
　
　
　
　

１
５
８
万
６
千
円

＊
和
木
町
職
員
の
育
児
休
業

　

等
に
関
す
る
条
例
改
正

＊
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
設
置

＊
和
木
町
議
会
基
本
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

＊
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
に
対
す
る
意
見

　

書
提
出

補
正
予
算
専
決
処
分

補
正
予
算

条
例
改
正

同
意
案
件

発
　
議

　

町
議
会
9
月
定
例
会
は
、
9
月
29
日
か
ら
10
月
10
日
ま
で
の
12
日
間
で
開
催
さ
れ
、
令
和
6
年
度
一
般

会
計
・
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
と
令
和
6
年
度
公
営
企
業
会
計
決
算
の
認
定
2
議
案
及
び
令
和

7
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
・
専
決
処
分
な
ど
多
数
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

令
和
7
年
度
補
正
予
算
で
は
、
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
臨
時
交
付
金
の
活
用
や
修
繕
費
に
つ
い

て
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
7
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
長
の
公
約
や
町
政
の
様
々
な
問
題
を
議
論
し
ま
し
た
。

１
号
部
分
休
業
と
し
て
、
１
日

に
つ
き
２
時
間
を
超
え
な
い
範

囲
で
30
分
を
単
位
と
し
て
取
得

で
き
る
部
分
休
業
と
、
第
２
号

部
分
休
業
と
し
て
は
、
１
年
間

に
10
日
以
内
の
範
囲
で
１
時
間

の
部
分
休
業
の
ど
ち
ら
か
で
申

し
出
が
で
き
る
条
例
。

　

教
育
長
の
重
岡
良
典
氏
の
再

任
と
教
育
委
員
の
宮
本
健
吾
氏

の
後
任
に
國
廣
恭
子
氏
が
任
命

さ
れ
、
議
会
は
同
意
し
ま
し
た
。

　

議
員
報
酬
と
議
員
定
数
の
適

正
な
調
査
検
証
等
、
活
発
な
議

会
改
革
を
進
め
る
た
め
。

　

委
員
会
定
数
は
７
名
と
す
る
。

　

議
員
報
酬
は
、
議
員
の
た
め

だ
け
で
な
く
、
多
様
な
住
民
が

将
来
議
員
に
な
り
や
す
く
、
ま

た
、
議
員
活
動
を
し
や
す
く
す

る
条
件
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
。

　

実
状
と
し
て
町
村
議
会
の
報

酬
は
全
体
的
に
低
く
、
そ
の
地

域
で
の
一
般
的
な
生
活
水
準
が

維
持
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
大
多

数
と
な
っ
て
い
る
。

　

多
様
な
層
の
住
民
が
安
心
し

　

仕
事
と
生
活
の
両
立
を
一
層

推
進
す
る
た
め
の
改
正
で
、
第

施
設
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
す
す

め
る
。

　

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
臨
時
交
付
金
を
公
共
施

設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
使
用
し
た
理

由
は　
　
　
　
　
　
（
森
脇
議
員
）

　

町
民
の
使
用
す
る
施
設
の

管
理
費
を
削
減
す
る
た
め
と

蛍
光
灯
の
製
造
中
止
に
よ
り
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
の
対
応
が
迫
っ
て
い
た

た
め
。

　

修
繕
料
が
４
つ
あ
る
が
、

内
容
を
問
う
。（
嘉
屋
議
員
）

　

公
用
車
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
つ
い
て
は
車
検
費
用

等
、
庁
舎
は
屋
上
北
側
通
路
の
雨

漏
り
工
事
、
中
学
校
は
特
別
教
室

棟
の
屋
上
冷
却
塔
用
ス
ト
レ
ー

ナ
の
水
抜
き
栓
修
理
費
、
町
営

住
宅
維
持
管
理
費
は
山
の
手
団

地
と
坂
根
団
地
で
の
修
理
費
等

　

過
誤
納
還
付
金
の
内
容
と

発
生
理
由
は
。（

明
本
議
員
）

　

一
つ
の
建
物
に
対
し
て
、

課
税
を
二
重
に
し
て
い
た
た

め
に
起
こ
っ
た
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
億
5

8
6
8
万
７
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
47

億
６
０
６
万
３
千
円
と
し
た
。

　

国
か
ら
の
物
価
高
騰
対
応
重

点
支
援
地
方
臨
時
交
付
金

3
0
0
万
円
を
活
用
し
、
公
共

問

問問

答

答答

て
立
候
補
で
き
る
よ
う
な
適
正

な
議
員
報
酬
が
必
要
と
考
え
調

査
・
検
証
す
る
た
め
特
別
委
員

会
を
設
置
す
る
。

　

議
会
基
本
条
例
第
14
条
で
は
、

条
例
の
目
的
が
達
成
さ
れ
て
い

る
か
定
期
的
、
か
つ
必
要
に
応

じ
て
検
証
す
る
こ
と
を
規
定
し

て
お
り
、
今
回
、
第
6
条
第
2

項
に
規
定
す
る
反
問
権
の
適
正

な
運
用
を
図
り
、
よ
り
活
発
で

改
革
的
な
議
論
が
深
ま
る
こ
と

を
目
的
に
、
同
条
同
項
の
一
部

改
正
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

議
会
初
日
の
9
月
29
日
、
岩

国
基
地
で
の
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ（
陸
上
空

母
離
着
陸
訓
練
）
を
二
度
と
実

施
し
な
い
よ
う
米
軍
側
に
強
く

求
め
る
こ
と
を
、
国
に
要
請
す

る
意
見
書
案
を
、
全
会
一
致
で

可
決
し
た
。

　

意
見
書
案
は
、
今
回
の
突
然

の
訓
練
実
施
は
、
日
常
的
に
航

空
機
騒
音
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る

基
地
周
辺
及
び
隣
接
す
る
住
民

に
と
っ
て
は
、
な
お
一
層
の
負
担

を
強
い
る
た
め
と
指
摘
し
て
い

る
。

　

町
長
の
公
約
だ
っ
た
報
酬
５
％
削
減
案
は
、
一
般
質
問
で
も
多
く
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
が
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

年
間
46
万
円
の
使
途
は
、
高
齢
者
補
聴
器
助
成
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

和
木
町
長
の
給
与
５
％
削
減  

全
会
一
致
で
可
決

に
充
て
る
。
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解体が必要とされる旧幼稚園

ピンチにどうする
脱出マニュアル

一家に一冊
お薦め図鑑

　
教
員
の
隠
し
撮

り
防
止
策
を
検
討

し
て
い
る
の
か
。

　
報
道
の
性
暴
力

に
つ
い
て
は
言
語

道
断
で
あ
り
遺
憾
に
思
う
。

執
務
環
境
の
見
直
し
や
組

織
的
な
服
務
規
律
に
万
全

を
期
し
て
い
る
。
被
害
を

防
止
す
る
観
点
か
ら
目
の

届
き
難
い
環
境
の
見
直
し
、

密
室
状
態
の
回
避
等
配
慮

す
る
。
盗
撮
防
止
に
関
わ

る
内
容
や
教
室
、
ト
イ
レ

等
定
期
的
に
点
検
を
行
う
。

カ
メ
ラ
を
設
置
で
き
な
い

よ
う
教
室
の
整
理
整
頓
を

行
う
こ
と
と
し
た
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

使
用
方
法
や
中
身

の
チ
ェ
ッ
ク
は
し
て
い
る

の
か
。

　
中
身
の
チ
ェ
ッ

ク
は
繰
り
返
し
巻

き
替
え
し
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
る
。
モ
ラ
ル
教
育
に
も

力
を
入
れ
る
。
1
つ
1
つ

チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
と
い
う

こ
と
は
行
っ
て
い
な
い
が

M
D
M
ツ
ー
ル
※
を
用
い

て
利
用
状
況
の
把
握
が
で

き
る
よ
う
な
体
制
に
し
て

防
止
し
て
い
る
。

　
小
学
生
向
け
の

「
い
の
ち
を
ま
も

る
図
鑑
」
池
上
彰
さ
ん
の

本
を
学
級
図
書
に
購
入
し

て
も
ら
え
な
い
か
。

　
担
任
の
関
わ
り
方
ひ
と

つ
で
生
徒
は
読
書
好
き
に

な
る
と
思
う
が
。

　
本
に
つ
い
て
は

学
校
図
書
館
メ

デ
ィ
ア
で
選
定
し
て
い

る
。
こ
の
本
は
昨
年
、
7

月
に
発
行
さ
れ
、
小
学
校

で
は
い
ち
早
く
購
入
し
て

い
る
。
繰
り
返
し
読
む
こ

と
が
で
き
家
族
全
員
で
楽

し
む
こ
と
も
で
き
る
。
学

校
が
最
終
的
に
判
断
す

る
。

質
問

質
問

教
育
長

質
問

教
育
長

教
育
長

　
跡
地
に
対
し
て
、

町
長
の
考
え
は
。

　
解
体
を
先
行
し

て
、
利
用
方
法
を

町
民
、
議
員
と
一
緒
に
考

え
る
。

　
旧
保
育
所
、
旧

幼
稚
園
跡
地
に
児

童
館
を
新
設
で
き
な
い

か
。

　
児
童
館
は
無
い

よ
り
は
あ
っ
た
方

が
良
い
と
思
う
が
、
す
ぐ

の
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　
築
50
年
を
迎
え

る
庁
舎
の
建
て
替

え
の
検
討
は
し
て
い
る
の

か
。

　
庁
舎
の
建
て
替

え
は
優
先
順
位
最

後
と
考
え
る
。

　
各
所
雨
漏
り
も

あ
り
、
建
て
替
え

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
雨
漏
り
は
修
繕

で
補
い
、
町
民
の

高
齢
化
を
考
え
る
と
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
あ
っ
た
ら
良

い
と
思
う
。

　
案
と
し
て
、
コ

ミ
セ
ン
、
社
協
の

所
に
複
合
総
合
庁
舎
の
建

設
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　
案
と
し
て
、
考

え
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

質
問

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

町
長

質
問

町
長

Q　「いのちをまもる図鑑」を
　クラス図書にできないか

中村 充子 議員
なかむら みつこ

動画はこちら
A小学校ではいち早く購入している教育長

※タブレットなどのモバ
イルデパイスを効率的
に管理し、セキュリ
ティを確保するための
システム

Q　旧保育所・旧幼稚園跡地の
　利用計画は

A跡地計画は未定町 長

嘉屋 富公 議員
かや　とみひろ

動画はこちら
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簡
易
水
道
瀬
田

浄
水
場
は
、
昭
和

38
年
9
月
1
日
に
運
用
開

始
以
来
、
運
用
62
年
が
経

過
し
て
い
る
。
上
下
水
道

管
の
耐
用
年
数
は
、
約
50

年
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

瀬
田
浄
水
場
の
管
理
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の

か
。
大
規
模
な
改
修
は
さ

れ
て
き
た
の
か
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
改
修
予
定
が

あ
る
の
か
。

　
瀬
田
浄
水
場
に
不
測
の

事
態
が
生
じ
る
と
、
飲
料

水
や
生
活
用
水
が
止
ま
っ

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
か
ら
の
瀬
田
浄
水
場

の
改
修
等
の
管
理
運
営
計

画
に
つ
い
て
伺
う
。

　

基
本
計
画
に
基

づ
い
て
改
修
を
行

う
。

　
浄
水
場
は
道
路

に
面
し
て
お
り
、

緩
速
ろ
過
池
に
毒
物
、
劇

物
が
投
げ
込
ま
れ
る
危
険

性
が
あ
る
。
ろ
過
池
を
保

護
す
る
た
め
の
目
隠
し
と

な
る
カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ
が

枯
れ
て
お
り
、
ろ
過
池
が

裸
同
然
の
状
態
に
な
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
道
路
と
の
境
界

に
あ
る
フ
ェ
ン
ス
の
網
目

が
大
き
く
、
高
さ
が
低
い

の
で
物
が
投
げ
込
ま
れ
る

恐
れ
が
あ
る
。
カ
イ
ヅ
カ

イ
ブ
キ
の
植
え
替
え
、
網

目
が
小
さ
く
背
の
高
い

フ
ェ
ン
ス
の
設
置
、
さ
ら

に
は
、
監
視
カ
メ
ラ
の
設

置
を
お
願
い
し
た
い
。

　

フ
ェ
ン
ス
、
監

視
カ
メ
ラ
の
設
置

を
行
う
。

質
問

質
問

町
長

町
長

　
町
は
令
和
5
年

8
月
に
整
備
基
本

構
想
を
示
し
た
。
構
想
に

よ
る
と
令
和
10
年
度
に
供

用
開
始
に
な
っ
て
い
る
。

本
年
3
月
に
議
会
に
示
さ

れ
た
想
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
よ
る
と
、
今
年
度
は
基

本
計
画
の
公
表
、
建
設
場

所
の
公
表
、
D
B
式
発
注

支
援
業
務
の
実
施
と
あ
る
。

選
挙
中
に
町
長
が
関
ヶ
浜

に
建
設
す
る
と
発
言
し
た

理
由
は
。　

候
補
地
３
ヵ
所

の
内
、蜂
ヶ
峯
は
民

有
地
で
急
坂
で
あ
り
冬
期

は
凍
結
の
恐
れ
が
あ
る
為

難
し
い
。
次
に
幼
稚
園
跡

地
は
住
宅
地
に
あ
り
、
町

の
中
心
部
に
あ
る
た
め
難

し
い
と
考
え
た
。
結
果
、

関
ヶ
浜
地
区
が
最
適
で
あ

る
と
思
い
発
言
し
た
。

　
町
長
は
昨
今
の

事
業
費
の
高
騰
を

鑑
み
建
設
を
大
い
に
早
め

る
、
そ
の
際
財
政
調
整
基

金
の
取
崩
し
も
考
え
る
と

の
発
言
が
あ
っ
た
。
建
設

ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

聞
く
。　

令
和
8
年
に
基

本
設
計
、
令
和
9

年
実
施
設
計
、
令
和
10
、
11

年
に
建
設
、
令
和
12
年
か

ら
供
用
開
始
と
し
た
い
。

　
関
ヶ
浜
地
区
に

給
食
セ
ン
タ
ー
を

建
設
す
る
場
合
、
町
の
避

難
所
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
ま
で
遠

く
避
難
が
難
し
い
面
を
考

え
、
災
害
の
際
の
避
難
所

設
備
を
備
え
た
施
設
に
し

て
補
助
金
の
活
用
を
考
え

て
ほ
し
い
。

　

今
の
と
こ
ろ
、

費
用
面
を
考
え
必

要
最
小
限
の
設
備
に
す
る

つ
も
り
だ
。

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

そ
の
他
の
質
問

・
旧
幼
稚
園
及
び
保
育
所

の
跡
地
活
用
を
問
う
。

・
「
上
関
地
点
に
お
け
る

使
用
済
中
間
貯
蔵
施

設
」
建
設
に
お
け
る
考

え
を
問
う
。

新設される「和木町学校給食センター」
（現在の給食センターの写真） 

瀬田、関ヶ浜地区の浄水施設

A関ヶ浜地区に建設を進めたい町 長

灰岡 裕美 議員
はいおか ひろみ

動画はこちら

Q　学校給食センター建設を問う

Q　簡易水道瀬田浄水場の
　管理運営について

Aフェンスの設置、監視カメラの
設置を行う

町 長

動画はこちら

明本 光弘 議員
あけもと みつひろ
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一般質問



和木町の人口世帯の推移
（和木町ホームページより）

　

町
民
の
方
の
意

見
を
聞
い
て
使
っ

て
い
き
た
い
。

　

町
民
の
方
が
町

の
財
政
が
逼
迫
し

て
い
る
と
思
わ
れ
た
り
、

職
員
の
給
料
は
上
が
る
の

は
な
ぜ
な
の
か
な
ど
の
事

を
考
え
る
と
公
約
を
守

り
、
町
長
の
給
与
5
％
削

減
は
必
要
な
の
か
。

　

時
代
に
逆
行
し

て
い
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
。
私
自
身
の

給
与
を
５
％
下
げ
る
だ
け

で
、
職
員
や
議
員
の
給
与

は
い
か
に
し
た
ら
上
が
る

の
か
体
制
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
町

民
の
意
見
を
聞
き
、
使
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

そ
の
他
の
質
問

・
和
木
町
内
の
幼
小
中
学

校
校
舎
内
に
熱
中
症
予

防
の
対
策
と
し
て
給
水

機
、
冷
水
機
の
設
置
の

検
討
を
で
き
な
い
か
。

　

空
き
家
の
対
策

は
ど
う
考
え
る
か
。

　

多
岐
に
渡
る
た

め
そ
の
相
談
に
応

じ
て
担
当
課
が
対
応
し
て
い

く
。

　

空
き
家
問
題
の

解
決
や
対
応
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

　

全
国
的
な
問
題

と
考
え
る
。
相
談

状
況
に
応
じ
て
対
処
す
る
。

他
市
町
の
対
応
を
み
て
検
討

す
る
。

　

公
約
「
み
ら
い

会
議
」の
内
容
を
問

う
。

　

瀬
田
、
関
ヶ
浜
、

和
木
２
ヶ
所
を
各

担
当
課
長
と
共
に
巡
り
、
町

民
の
幅
広
い
意
見
を
聞
い
て

持
ち
帰
る
。

　

公
約
「
み
ら
い
会

議
」
の
対
象
者
は
。

　

団
体
の
長
な
ど

や
子
ど
も
も
含
め

年
齢
に
関
係
な
く
、
人
数
な

ど
は
考
え
て
い
な
い
が
和
木

町
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
る

会
議
に
し
た
い
。

　

公
約
の
和
木
町

役
場
の
組
織
改
革

の
内
容
を
問
う
。

　

問
題
に
対
し
て

出
来
な
い
で
は
な

く
、
ど
う
や
っ
た
ら
出
来
る

か
を
考
え
て
仕
事
を
す
る
ス

タ
ン
ス
と
し
た
い
。

　

信
頼
さ
れ
る
行

政
組
織
の
進
化
と

は
。

　

職
員
の
一
人
ひ

と
り
が
町
の
た
め

に
何
が
出
来
る
か
を
考
え
て

案
を
出
し
て
も
ら
い
、
そ
し

て
和
木
町
が
良
い
方
向
へ
の

町
づ
く
り
を
し
て
い
く
。

　

人
口
減
少
対
策

に
つ
い
て
問
う
。

　

全
国
的
問
題
と

と
ら
え
て
い
る
。

新
し
い
案
は
町
民
、
議
会
と

共
に
考
え
て
い
き
た
い
。

質
問

質
問

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

質
問

町
長

町
長

　

高
齢
に
な
る
に

し
た
が
い
聴
力
が

衰
え
て
い
き
社
会
参
加
や

健
康
寿
命
に
も
影
響
を
及

ぼ
す
と
い
う
理
由
で
補
聴

器
購
入
時
の
補
助
金
制
度

を
作
る
地
方
自
治
体
が
全

国
的
に
も
増
え
て
い
る
。

年
金
生
活
者
に
と
っ
て
補

聴
器
は
高
額
で
あ
り
、
購

入
が
困
難
な
方
も
多
い
。

補
聴
器
購
入
時
に
対
し
て

の
補
助
金
を
考
え
て
欲
し

い
。

　

高
齢
者
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
向
上
や
認
知
症
の

予
防
、
社
会
参
加
の
支
援

に
有
効
だ
と
考
え
前
向
き

に
検
討
し
た
い
。

　

町
長
の
給
与
の

5
％
削
減
は
必
要

か
。 質

問
質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

Q　補聴器購入時に対しての
　補助金制度を

上田 丈二 議員
うえだ じょうじ

動画はこちら
A前向きに検討していきたい町 長

Q　公約「みらい会議」の創設とは
森脇 明美 議員
もりわき あけみ

動画はこちら
A町内４箇所を回り町民の意見を聞く町 長

コミュニケーションを
取りやすくなる補聴器
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町議会広報研修会報告

　
行
政
の
理
想
は

高
福
祉
低
負
担
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
財
政
上

厳
し
い
場
合
、「
小
さ
な

行
政
」：
直
接
の
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
低
減
す
る
か
わ
り

に
、
利
用
料
等
の
住
民
負

担
を
抑
え
る
と
い
う
も
の

か
、「
大
き
な
行
政
」：
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
確
実
に
行

う
か
つ
増
大
す
る
か
わ
り

に
、
負
担
を
大
き
く
す
る

も
の
か
。
こ
の
2
つ
の
選

択
肢
の
場
合
、
ど
ち
ら
を

選
択
す
る
か
伺
う
。

　
そ
の
考
え
は
な

い
。
町
民
の
声
を

し
っ
か
り
聞
い
て
、
和
木

町
が
明
る
く
元
気
で
笑
顔

あ
ふ
れ
る
町
、
住
ん
で
良

か
っ
た
い
う
町
政
を
進
め

る
。

【
合
併
】　

合
併
問
題
に
つ

い
て
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
伺
う
。

　
合
併
は
一
切
考

え
て
い
な
い
。
単

独
町
政
を
貫
い
て
い
き
た

い
。

【
米
軍
岩
国
航
空
基
地
へ

　
　
　
　
　
　   

の
対
応
】

　
隣
接
す
る
岩
国

基
地
は
、
日
本
を

守
る
た
め
に
配
置
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
リ
ス
ク
負
担

と
い
う
訳
で
は
な
い
が
、

米
空
母
艦
載
機
部
隊
特
別

交
付
金
等
の
恩
恵
が
あ
る

が
、
様
々
な
面
で
デ
メ

リ
ッ
ト
も
持
つ
。
岩
国
基

地
に
対
す
る
考
え
方
・
対

応
は
、
今
ま
で
と
大
き
く

変
更
は
あ
る
か
。

　
今
ま
で
と
変
更

は
な
い
。

【
原
発
関
連
】

　
原
発
関
連
に
対

す
る
考
え
方
・
対

応
は
、
今
ま
で
と
大
き
く

変
更
は
あ
る
か
。

　
今
ま
で
と
変
更

は
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
町
長
の
公
約
、
主
対

策
・
運
営
に
つ
い
て
。

質
問

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

町
長

　総務文教委員会委員５人は、７月７日に中学校
のデジタルを使う英語授業を見学しました。生徒
はグループに分かれ、日本各地域の美味しい食べ
物をタブレットで調べ、どうしたら上手に英語で
アピールできるか考えました。
　そして、皆で写真を提示しながら英語で発表し、
他のグループからの質問に答えました。最後に先
生と ALT の評価と反省がありました。授業は全て
タブレットを介して行い、デジタル教育の一端を
見ることができました。

　令和７年８月２０日（水）に広報部６人と議長で、
山口県内の町議会広報レベルアップを目的とした研
修に参加しました。講師の越地信一郎教授（熊本大
学客員教授）の講演で「少しは化けましたか」を広
聴した後に、前もって参加した議会の広報誌のクリ
ニック・コメントを作って頂き、各広報担当者と意
見を交わしながら、他町からの質問を受けつつ、紙
面づくりを学びました。
　今後も町民の皆さんに興味を持って読んで頂ける
紙面づくりにしたいと思っています。

町議会広報研修会報告中学校英語の
デジタル授業を見学
中学校英語の
デジタル授業を見学

視 擦 研 修 報 告

動画はこちら

三分一 淳 議員
さんぶいち じゅん

A小さな行政、大きな行政という
考え方はない

町 長

Q　行政サービスへの度合いは
　考えているのか

6
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 ● 赤ちゃんの体験会など参加しやすい工夫をしてもらえたらいい。
 ● 子育て世代や同世代の方々とコミュニケーションを取れるような場所があれば

いい。
 ● 出産時の町の補助金１０万円は助かった。
 ● 期間の届が間にあわず妊産婦用のタクシーチケットが使えなかったので、利用

期間を延ばして欲しい。また、タクシーチケットを往復ができる金額にして欲
しい。

 ● 産後ケアを緊急では使えないので、利用券で使えるようにしてもらえれば助かる。
 ● 一時預かりの保育料が高く、補助があれば助かる。
 ● 中学生のホームステイはこれからも継続してください。
 ● 郵便局の裏、上灰場などで、防犯灯の暗い場所があるので調査、検討してください。
 ● あいあいバスの利用料を無料にできないか。

 ● 子どもが夏場に遊べる所があれば嬉しい。
 ● 美術館や蜂ヶ峯公園等でもっとたくさんイベントがあれば良い。
 ● 大竹ゆめタウン内のような屋内で子どもが走りまわったり大声をだしたり

して遊べる所があれば良い。
 ● ベビーシッターが無料や格安で利用できたら、美容院時に利用したい。
 ● わきっこクラブでの弁当の依頼が事前申込みになっているが、朝でも可能

にして欲しい。
 ● 選挙を電子投票できないのか。
 ● マイナンバーで住民票を取得したいができない。
 ● 産婦人科が近くにないので産婦人科が欲しい。
 ● 廿日市、大竹、岩国は生ゴミ処理機の補助金あるが、和木町にもあれば。

議会町づくり懇談会議会町づくり懇談会議会町づくり懇談会
～ 議会と子育て世代、岩国短大がコラボ ～

第１４回

１班１班

 ● 旧幼稚園跡地に、公園や室内で遊べる施設があったら非常にうれしい。
 ● 有料でもいいので、子どもが自由に安心して遊べる屋内の施設があればいい。
 ● 子どもが少なくなっているので、高齢者と子どもが触れ合える場所があれば、双方のプラスになるのではないか。
 ● 今回の懇談会が週末の午後の涼しい場所で開催され、子どもものびのびと安心して、遊べたのはとてもよかった。
 ● フリートークの時、専門家に子どもを見てもらえたので、しっかり話が出

来て良かった。
 ● 和木こども園は入園時１月申込みで、結果が３月１５・１６日に分かるので

大変困った。
 ● 最近の若いお母さんは、仕事をしながら子育てをする人が多く、ママ友を

作れる環境が欲しい。今回のような子育てカフェがもっと開催されたらい
い。

 ● 和木町は岩国市と比べ、子育てしやすく過ごしやすいと思う。

２班２班

3班3班

　８月３０日（土）に議会町づくり懇談会を開催しました。
　今回は子育て世代の保護者の皆さまに参加していただき、岩国短大の朝倉先生の講演や、学生さ
んのパネルシアターで盛り上がりました。その後、議員と参加者による子育てカフェで、たくさん
のご意見をいただきました。

岩国短大と子どもたちが楽しく遊び、議会と子育て世代で意見交換
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体育センター横に新設されたポール

わきあいキッズ弓道体験

いりこ

和牛  燦
きらめき

はも

　
議
会
は
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、
2
日
間
に
わ
た
り
審
議
し
ま
し
た
。

　
議
会
か
ら
多
く
の
問
題
点
や
課
題
も
提
出
さ
れ
活
発
な
審
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
は
令
和

6
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
の
歳
入
・
歳
出
決
算
を
適
正
な
執
行
が
成
さ
れ

た
と
判
断
し
全
会
一
致
で
認
定
し
ま
し
た
。

地方債（借金）は、確実な返済（公債費）４億７１７２万円により残額
４４億１２４７万円となる。
計上収支比率（政策的経費に回す余裕を測る）が、９４．０％と令和５
年度１０６．２％から改善したが、依然財政的余裕は厳しさが続く。

財政調整基金（貯金）は積み上げ、１５億１５４万円に

　

交
通
安
全
対
策
事
業
で
の

修
繕
費
の
内
容
は
。

（
嘉
屋
委
員
）

　

新
大
和
橋
通
り
線
と
体
育

セ
ン
タ
ー
交
差
点
の
2
箇
所

で
車
線
分
離
標
（
オ
レ
ン
ジ
ポ
ー

ル
）
の
交
換
と
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
支

柱
の
3
箇
所
を
塗
装
。

　

蜂
ヶ
峯
公
園
管
理
運
営
に

関
わ
る
損
失
補
償
の
内
容
は
。

ま
た
公
園
設
備
や
雑
草
除
去
な
ど

の
管
理
体
制
は
大
丈
夫
か
。

（
嘉
屋
委
員
・
森
脇
委
員
・
灰
岡
委
員
）

　

ア
ル
パ
カ
の
譲
渡
中
止
に

よ
り
、
飼
育
施
設
の
建
設
が

中
止
と
な
っ
て
、
建
設
業
者
の
経

費
の
補
償
を
行
っ
た
た
め
。
公
園

の
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、
状
況

を
把
握
し
体
制
を
整
え
て
い
く
。

　

家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

の
状
況
と
効
果
及
び
継
続
は
。

（
上
田
委
員
）

　

平
成
28
年
か
ら
の
設
置
補

助
金
開
始
で
、
申
請
件
数
は

１
５
７
件
に
な
っ
て
い
る
。

　

効
果
と
し
て
は
、開
始
前
と
比
べ

る
と
犯
罪
件
数
は
減
少
し
て
お
り

効
果
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
の
お

礼
品
の
開
発
状
況
は
。

（
上
田
委
員
）（
明
本
委
員
）

　

新
た
な
お
礼
品
と
し
て
は
、

レ
ン
ジ
対
応
土
鍋
、
は
ち
み

つ
を
追
加
す
る
手
続
き
を
取
っ
て

い
る
。
10
月
1
日
よ
り
、
や
ま
ぐ

ち
和
牛  

燦
、
周
防
大
島
町
産
い

り
こ
セ
ッ
ト
、
防
府
市
産
冷
凍
は

も
の
取
り
扱
い
を
開
始
し
て
い
る
。

　

わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
開
催
事
業
は
中
止
に

な
っ
た
が
、
決
算
額
2
0
4
万
円

の
内
容
は
。
　
　
　
　（
森
脇
委
員
）

　

中
止
と
な
っ
た
が
、
イ
ベ

ン
ト
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
、
テ

ン
ト
設
置
業
務
キ
ャ
ン
セ
ル
料
、

ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
製
作
費
な
ど

を
支
出
し
て
い
る
。

　

中
学
校
の
外
壁
工
事
で
予

算
が
増
え
て
い
る
。
補
修
費

用
を
考
え
て
点
検
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
早
期
に
行
う
べ
き
で
は
。

（
嘉
屋
委
員
）

　

学
校
教
育
施
設
は
、
事
業

者
に
よ
る
定
期
点
検
は
行
っ

て
い
な
い
が
、
日
々
の
巡
回
点
検

（
目
視
）
に
よ
り
、
破
損
、
変
形
、

腐
食
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
直

ち
に
専
門
的
な
調
査
を
実
施
し
、

必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

　

歴
史
資
料
館
の
解
体
処
分

の
そ
の
後
は
。

　

展
示
物
は
、
銃
器
、
刃
物

類
、
民
具
、
文
書
類
の
多
く

を
文
化
会
館
に
移
管
し
、
銃
器
や

展
示
ケ
ー
ス
の
一
部
、
大
砲
の
レ

プ
リ
カ
を
他
の
自
治
体
に
譲
渡
し

て
い
る
。

　

文
化
会
館
2
階
ホ
ワ
イ
エ
に

て
、
小
規
模
で
、
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
展
示
を
し
、
一
定
期
間
で
の
入

れ
替
え
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

　

地
域
協
育
ネ
ッ
ト
推
進
事

業
の
内
訳
は
。
　（
明
本
委
員
）

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
「
わ

き
あ
い
キ
ッ
ズ
」、
家
庭
教

育
支
援
チ
ー
ム
「
は
っ
ち
ー
ず
」

に
関
す
る
事
業
で
、
謝
金
、
研
修

旅
費
、
消
耗
品
費
、
指
導
者
・
サ

ポ
ー
タ
ー
の
保
険
、
町
外
で
実
施

し
た
バ
ス
借
上
げ
料
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。

　
軽
自
動
車
Ｏ
Ｓ
Ｓ
対
応
シ

ス
テ
ム
改
修
事
業
の
利
用
者

は
。
　
　
　
　
　
　
　（
上
田
委
員
）

問

問

問

問問問

問

問

問 答

答

答

答答

答

答

答

き
ら
め
き

山口県
共通返礼品
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和木学園歴史教室

　

英
語
指
導
助
手
招
致
事
業

は
、
中
学
校
に
お
け
る
英
語

の
授
業
補
助
や
、
児
童
生
徒
へ
英

語
の
学
習
指
導
を
行
う
も
の
で
、

国
際
交
流
支
援
配
置
事
業
は
、
幼

児
及
び
地
域
住
民
と
国
際
交
流
活

動
を
通
じ
、
和
木
町
の
国
際
化
を

推
進
す
る
も
の
。

　

美
術
館
使
用
料
と
利
用
状

況
は
。　　
　
　
（
上
田
委
員
）

　

使
用
料
の
徴
収
は
個
人
の

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
の
使
用
が
7

日
間
、
町
外
企
業
の
家
電
展
示
の

使
用
が
3
日
間
で
、
利
用
状
況
は
、

夏
休
み
子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
の

展
示
19
日
間
、
小
学
校
開
校

1
5
0
周
年
記
念
展
示
18
日
間
、

文
化
協
会
主
催
展
示
39
日
間
、
公

民
館
認
定
団
体
の
健
康
体
操
19
日

間
な
ど
、
使
用
日
数
は
1
1
4
日

と
な
っ
て
い
る
。

　

観
光
交
流
助
成
事
業
の
内

容
と
使
用
に
つ
い
て
。

（
森
脇
委
員
）

　

公
益
財
団
法
人
山
口
県
市

町
村
振
興
協
会
に
よ
る
令
和

6
年
度
限
り
の
助
成
金
で
観
光
交

流
事
業
に
要
す
る
経
費
を
支
援

し
、
市
町
の
財
政
負
担
の
軽
減
と

地
域
活
性
化
を
目
的
と
す
る
。

　

る
る
ぶ
特
別
編
集
「
和
木
町
」

の
増
刷
事
業
、
大
竹
・
和
木
川
ま

つ
り
花
火
大
会
補
助
金
、
蜂
ヶ
峯

総
合
公
園
指
定
管
理
委
託
事
業
に

活
用
。

　

国
民
健
康
保
険
料
調
定
額

9
8
6
6
万
7
千
2
4
9
円

に
対
し
、
収
入
済
額
は
9
3
6
3

万
5
千
6
8
4
円
で
あ
り
、
収
納

率
は
94
・
90
％
で
あ
る
。
滞
納
繰

越
分
の
収
納
率
が
低
い
と
思
わ
れ

る
が
、
収
納
率
の
ア
ッ
プ
に
関
す

る
方
策
は
。　　
　
　
（
明
本
委
員
）

　

特
別
な
方
策
は
考
え
て
い

な
い
が
、
滞
納
者
に
対
し
、

先
ず
督
促
状
を
発
送
し
、
次
に
文

書
催
告
や
電
話
催
告
、
納
税
相
談

を
行
い
、
難
し
い
場
合
は
財
産
調

査
な
ど
を
滞
納
整
理
を
進
め
て

い
き
、
収
納
率
ア
ッ
プ
を
図
っ
て

い
く
。

教
室
、
町
内
企
業
や
団
体
と
共
同

実
施
の
コ
ン
ビ
学
習
や
日
米
交
流

事
業
と
し
て
新
春
書
初
め
会
、
合

同
コ
ン
サ
ー
ト
、
な
ど
が
あ
る
。

　

し
尿
処
理
事
業
の
歳
出
に

対
し
て
、
歳
入
額
が
多
い
理

由
は
。　
　
　
　
　
　
（
明
本
委
員
）

　

歳
出
の
業
者
へ
の
委
託
料

は
変
わ
ら
な
い
が
、
歳
入
の

業
者
の
収
集
量
が
多
い
と
歳
入
額

が
多
く
な
る
。

　

消
防
防
災
一
般
事
業
の
備

品
購
入
費
2
5
6
万
4
千

6
9
8
円
の
内
訳
は
。

　

ガ
ス
発
電
機
8
基
を
避
難

所
５
箇
所
に
設
置
し
た
。

　

和
木
小
中
学
校
、
総
合
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
2
基
づ
つ
、

瀬
田
分
館
と
関
ヶ
浜
分
館
に
1
基

ず
つ
設
置
し
た
。

　

英
語
指
導
助
手
招
致
事
業

と
、
国
際
交
流
支
援
配
置
事

業
の
違
い
は
。　
　
　
（
明
本
委
員
）

決算審議 令和６年度一般会計

歳入 46 億 1425 万円
歳出 43 億 7895 万円

総
括
質
問

歳
　
入

　

令
和
6
年
度
は
、
新
規
登

録
で
23
件
の
利
用
（
※
軽
自

動
車
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
、
軽
自
動
車
を
保

有
す
る
た
め
の
手
続
き
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
行
う
こ
と
が
で

き
る
も
の
）。

　

新
規
事
業
で
あ
る
妊
産
婦

タ
ク
シ
ー
事
業
の
内
訳
は
。

（
灰
岡
委
員
）

　

妊
産
婦
タ
ク
シ
ー
事
業
の

予
算
額
は
38
万
円
。
需
用
費

が
、
印
刷
製
本
費
（
タ
ク
シ
ー
利

用
券
70
冊
分
）
2
万
9
千
7
0
0

円
、
利
用
さ
れ
た
タ
ク
シ
ー
券
の

使
用
料
が
1
万
1
千
5
0
0
円
で

あ
る
。

　

令
和
6
年
度
交
付
数
は
36
冊
で

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
に
妊
娠
届
を

し
た
際
に
、
同
時
に
申
請
し
、
1

回
の
使
用
枚
数
に
制
限
は
な
い
。

　

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
の

利
用
基
準
の
見
直
し
と
補
助

金
額
の
拡
充
は
。

（
上
田
委
員
）（
明
本
委
員
）

　

社
会
情
勢
の
変
化
に
合
わ

せ
て
、
高
齢
者
全
体
を
考
え

た
抜
本
的
な
改
正
が
必
要
と
考
え

る
。
基
本
料
金
と
し
て
い
る
利
用

料
金
も
含
め
て
金
額
の
拡
充
は
、

財
源
と
あ
わ
せ
て
慎
重
に
検
討
す

る
。　

和
木
学
園
と
し
て
行
っ
た

事
業
は
。　　
　
（
灰
岡
委
員
）

　

年
間
講
座
の
「
和
木
学
農

園
」、
歴
史
教
室
、
お
片
付
け

　

財
政
調
整
基
金
の
積
立
額

の
最
終
積
立
額
と
適
正
準
備

額
を
ど
う
考
え
る
か
。

　

条
例
で
は
最
高
積
立
金
額

は
23
億
円
ま
で
と
な
っ
て
い

る
。
状
況
に
よ
る
が
、
10
億
円
程

度
の
額
が
必
要
と
判
断
す
る
。

　

今
後
町
長
が
優
先
し
て
取

り
組
み
た
い
事
業
を
伺
う
。

　

ま
ず
給
食
セ
ン
タ
ー
新
築
、

旧
幼
稚
園
園
舎
の
解
体
、
上

下
水
道
管
の
整
備
な
ど
を
行
っ
て

い
く
。

灰
岡
委
員

問問 町長町長

問

問

問

問問

問問

問問 答答

答

答

答 答答

答

答答
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ニュージーランドホームステイの中高生

　議会は１０月２日に民生建設常任委員会、１０月９日に総務文教
常任委員会を開催しました。
　委員会では、地域に根差した大きな問題が提出され改善に向けて
審議しました。

︵
中
村
委
員
︶

子
ど
も
の
ス
マ
ホ
の

使
用
時
間
に
つ
い
て

︵
上
田
委
員
︶

町
内
の
災
害
対
策
は

︵
上
田
委
員
︶

町
内
の
公
共
施
設
に
お
け
る

洋
式
ト
イ
レ
の
設
置
状
況

︵
三
分
一
委
員
︶

夏
休
み
中
の
プ
ー
ル
の
稼
働
と

今
後
の
対
策
は

︵
中
村
委
員
︶

給
食
で
ア
レ
ル
ギ
ー
の

子
ど
も
が
い
る
の
に

カ
レ
ー
に
す
り
お
ろ
し

り
ん
ご
を
入
れ
る
理
由
は

︵
三
分
一
委
員
︶

選
挙
の
学
生
参
加
に

　
　
　
　
　

つ
い
て

︵
兼
本
委
員
︶

海
外
派
遣
事
業

中
学
生
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
つ
い
て

︵
三
分
一
委
員
︶

旧
幼
稚
園
舎
の

　
　
　

耐
震
基
準
は

︵
兼
本
委
員
︶

町
総
合
計
画
策
定
は

︵
明
本
委
員
︶

小
学
生
の
白
帽
子

　
　
　
　　
　

着
用
は

計
画
の
概
要
は
︒
ま
た
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
率
は
︒

　

令
和
7
年
8
月
7
日

に
第
3
回
策
定
委
員
会

を
実
施
し
た
︒
報
告
で
は
︑

町
民
・
中
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト

と
職
員
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る

課
題
や
少
子
高
齢
化
︑
人
口

減
少
が
大
き
く
影
響
す
る
の

で
は
な
い
か
な
ど
取
り
上
げ

ら
れ
た
︒

　

基
本
構
想
は
令
和
8
年
度

か
ら
令
和
17
年
ま
で
の
10
年

間
︑
基
本
計
画
は
前
期
5
年

間
︑
後
期
5
年
間
を
予
定
し
︒

S
D
G
ｓ
を
関
連
付
け
す
る

こ
と
で
︑
独
自
性
と
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
が
一
体
と

な
っ
た
計
画
策
定
を
目
指
す
︒

　

回
答
率
は
一
般
町
民
対
象

1
5
0
0
人
中
回
答
6
0
0

人
の
40
％
で
︑
中
学
生
対
象

1
9
1
人
中
回
答
1
5
5
人

の
81
・
2
％
で
あ
る
︒

　

和
木
小
学
生
の
猛
暑

対
策
や
安
全
対
策
と
し

て
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
の
視
認

性
も
良
く
交
通
安
全
対
策
と

し
て
つ
な
が
る
た
め
に
も
白

帽
子
の
着
用
の
検
討
は
︒

　

現
状
と
し
て
︑
グ

レ
ー
の
制
帽
を
着
用
し

て
通
学
す
る
よ
う
指
導
し
て

お
り
︑
制
帽
で
あ
る
こ
と
か

ら
考
え
て
い
な
い
︒

　

和
木
町
第
6
次
町
総

合
計
画
の
策
定
状
況
に

つ
い
て
と
基
本
構
想
・
基
本

ま
た
今
後
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

の
目
的
・
意
義
の
検
討
は
︒

　

7
月
28
日
か
ら
8
月

12
日
に
か
け
て
︑
中
学

生
10
名
︑
高
校
生
2
名

を
派
遣
︒
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

は
︑
生
徒
2
～
3
人
が
一
つ

の
家
庭
で
生
活
︒

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
子

ど
も
が
所
属
す
る
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
の
練
習
に
参
加
す
る

な
ど
家
庭
に
よ
っ
て
多
様
な

体
験
や
現
地
の
学
校
で
授
業

を
体
験
す
る
な
ど
︑
魅
力
的

内
容
で
帰
国
後
の
英
語
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
つ

な
が
っ
て
い
る
︒
今
後
も
継

続
を
考
え
て
お
り
︑
定
員
に

つ
い
て
は
︑
対
象
学
年
の
人

数
を
見
て
検
討
す
る
︒

　

ス
マ
ホ
の
使
用
時
間
を

制
限
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る

が
︑
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
︒

　

ス
マ
ホ
の
長
時
間
使

用
の
弊
害
は
︑
保
健
だ

よ
り
や
学
校
保
健
委
員
会
等

の
機
会
を
通
じ
て
児
童
生
徒

家
庭
に
も
啓
発
し
て
い
る
︒

ま
た
教
育
機
関
等
や
子
ど
も
︑

保
護
者
︑
地
域
住
民
等
で
議

論
し
︑
活
用
の
仕
方
を
考
え

て
い
き
た
い
︒

　

　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
り

ん
ご
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子

ど
も
が
い
る
の
に
︑
カ
レ
ー

に
す
り
お
ろ
し
り
ん
ご
を
入

れ
る
理
由
は
︒

　

り
ん
ご
は
安
定
し
て

入
手
で
き
︑
調
理
品
質

を
保
ち
︑
辛
み
を
や
わ
ら
げ
︑

う
ま
味
を
引
き
立
て
︑
児
童

生
徒
に
必
要
な
栄
養
価
を
確

保
す
る
た
め
︑
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
︒

　

町
内
の
土
砂
災
害
区

域
に
お
い
て
の
急
傾
斜

対
策
と
砂
防
ダ
ム
の
浚
渫
状

況
は
︒　

町
内
の
急
傾
斜
事
業

は
ほ
ぼ
完
了
し
て
い

る
︒
要
望
が
あ
れ
ば
県
に
実

施
を
要
望
す
る
︒
砂
防
ダ
ム

の
浚
渫
の
予
定
は
な
い
︒

　

和
木
こ
ど
も
園
︑
小

中
学
校
の
校
舎
や
公
共

施
設
の
洋
式
ト
イ
レ
の
設
置

状
況
と
普
及
の
計
画
は
︒

　

教
育
委
員
会
関
連
施

設
全
体
で
の
洋
式
ト
イ

レ
の
普
及
率
は
約
70
％
と

な
っ
て
い
る
︒
令
和
2
年
度

に
各
施
設
の
一
部
を
洋
式
化

し
て
お
り
考
え
て
い
な
い
︒

　

夏
休
み
中
の
幼
児

プ
ー
ル
・
中
学
校
プ
ー

ル
が
午
前
中
の
稼
働
が
多

か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
︒
稼

働
状
況
と
今
後
の
対
策
は
︒

　

令
和
6
年
度
か
ら
午

前
中
の
み
の
運
用
と
し
︑

熱
中
症
指
数
が
31
を
超
え
る

と
利
用
を
中
止
し
て
い
る
︒

利
用
者
に
十
分
な
休
憩
時
間

と
水
分
補
給
を
よ
び
か
け
て

お
り
︑
今
後
も
同
様
の
対
策

で
実
施
し
た
い
︒

　

選
挙
ま
た
は
社
会
の

認
知
の
た
め
︑
選
挙
関

連
従
事
者
を
学
生
に
さ
せ
る

の
は
ど
う
か
︒

　

若
者
の
主
権
者
教
育

の
一
環
と
し
て
︑
岩
国

短
期
大
学
と
の
連
携
協
力
事

業
で
学
生
が
選
挙
の
投
票
立

会
人
や
事
務
従
事
者
と
し
て

参
加
し
て
い
る
︒
勉
学
に
無

理
の
な
い
範
囲
で
進
め
て
い

く
︒　

旧
幼
稚
園
舎
の
耐
震

基
準
の
ク
リ
ア
は
で
き

て
い
な
い
の
か
︒
ま
た
︑
利

用
可
能
で
は
︒

　

建
物
を
4
つ
に
分
け

て
診
断
し
た
う
ち
︑
1

箇
所
の
み
耐
震
基
準
を
満
た

し
て
い
た
︒
利
用
を
想
定
し

た
維
持
管
理
を
し
て
い
な
い

た
め
︒
利
用
は
困
難
と
考
え

る
︒　

令
和
7
年
度
の
中
学

生
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
状
況
は
︒
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条
件
を
満
た
し
て
い

な
い
高
齢
者
は
何
世
帯

あ
る
の
か
︒
対
象
者
拡
充
の

可
能
性
は
︒

　

条
件
を
満
た
し
て
い

な
い
︵
同
居
・
同
敷
地

内
に
住
ん
で
い
る
︶
高
齢
者

の
数
は
令
和
6
年
度
の
実
績

で
︑
70
歳
以
上
ひ
と
り
暮
ら

し
の
世
帯
4
1
8
世
帯
中
52

世
帯
︵
12
・
4
％
︶︒
75
歳
以

上
の
み
の
世
帯
1
2
3
世
帯

中
6
世
帯
︵
4
・
9
％
︶︒
全

体
で
は
10
・
7
％
︒
早
め
の

免
許
返
納
や
︑
公
平
性
の
観

点
か
ら
制
度
を
見
直
す
な
ら

ば
︑
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
を
︑

全
員
対
象
と
す
る
な
ど
論
点

を
変
え
る
必
要
が
あ
り
︑
予

算
を
伴
う
こ
と
か
ら
︑
本
制

度
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
︑

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
︒

　

2
箇
所
の
水
路
に
エ

ネ
マ
リ
ン
を
用
い
た
悪

臭
防
止
対
策
が
行
わ
れ
た
が
︑

現
状
は
︒

　

和
木
5
丁
目
の
長
井

手
水
路
及
び
潮
廻
し
水

路
に
︑
エ
ネ
マ
リ
ン
1
5
0

㎏
と
3
0
0
㎏
を
土
嚢
袋
に

入
れ
水
路
内
に
設
置
︒
硫
化

水
素
は
設
置
直
後
に
検
出
さ

れ
な
く
な
っ
た
︒
臭
気
強
度

は
︑
長
井
手
水
路
は
1
／
3

以
下
に
︑
潮
回
し
水
路
は
1

／
2
以
下
に
軽
減
さ
れ
た
︒

　

和
木
町
で
導
入
す
る

場
合
︑
ど
の
程
度
の
予

算
が
見
込
ま
れ
る
か
︒
実
施

す
る
考
え
は
︒

　

住
民
票
や
税
関
係
の

証
明
を
交
付
す
る
場

合
︑
導
入
費
用
約
１
0
0
0

万
円
︑
毎
年
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
約
3
0
0
万
円
︑
交

付
枚
数
ご
と
に
3
0
0
円
の

手
数
料
が
必
要
︒
戸
籍
関
係

の
交
付
も
含
め
た
場
合
︑
更

に
2
5
0
0
万
円
の
導
入
費

用
と
2
0
0
万
円
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
が
必
要
︒
費
用

対
効
果
の
面
か
ら
二
の
足
を

踏
ん
で
い
る
状
況
︒

　

近
年
増
え
つ
つ
あ
る

鳥
獣
に
よ
る
被
害
に
新

た
な
対
策
は
︒

　

新
た
に
﹁
緊
急
銃
猟

制
度
﹂
が
開
始
さ
れ
た
︒

ク
マ
対
策
と
し
て
︑
安
全
確

保
等
の
条
件
の
下
︑
市
町
村

が
︑
委
託
し
た
者
に
よ
る
猟

銃
の
使
用
を
︑
可
能
と
す
る

制
度
︒

　

従
来
か
ら
の
町
の
対
策
は
︑

イ
ノ
シ
シ
用
防
護
柵
設
置
へ

の
補
助
︑
猟
友
会
へ
の
一
斉

捕
獲
の
委
託
︑
イ
ノ
シ
シ
用

箱
罠
の
設
置
︒
小
動
物
に
対

し
て
は
︑
農
作
物
被
害
や
人

に
危
害
を
加
え
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
︑
狩
猟
免
許
を
持
っ

た
町
職
員
が
箱
罠
を
活
用
し

捕
獲
し
て
い
る
︒

　

施
設
と
学
校
の
連
携

は
︒
新
た
に
通
院
を
希

望
す
る
場
合
の
窓
口
は
︒
利

用
料
補
助
は
︒

　

連
携
の
方
法
は
︑
行

事
予
定
の
交
換
︑
登
下

校
時
間
の
確
認
・
引
継
ぎ
項

目
情
報
な
ど
を
正
し
く
共
有

す
る
等
︒
窓
口
は
役
場
の
保

健
福
祉
課
︒
町
が
委
託
し
て

い
る
相
談
支
援
事
業
所
︵
4

箇
所
︶
を
通
じ
て
の
申
請
も

可
能
︒

　

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
は
︑
費

用
の
1
割
分
を
利
用
者
が
負

担
︒
た
だ
し
︑
世
帯
の
収
入

に
応
じ
て
︑
月
額
の
負
担
上

限
額
が
定
め
ら
れ
て
お
り
︑

そ
れ
以
上
の
負
担
は
発
生
し

な
い
︒

制度の見直しが検討される
福祉タクシーチケット

委員会委員会
ナ　ウ

︵
明
本
委
員
︶

町
長
選
挙
投
票
率
は

︵
明
本
委
員
︶

こ
ど
も
園
入
所
の

合
否
判
定
連
絡
に
つ
い
て

︵
森
脇
委
員
︶

水
路
悪
臭
防
止
対
策
、

エ
ネ
マ
リ
ン
の
効
果
は

︵
森
脇
委
員
︶

コ
ン
ビ
ニ
で

　
　　
　

住
民
票
交
付

︵
津
島
委
員
︶

ク
マ
、イ
ノ
シ
シ
、ヌ
ー

ト
リ
ア
な
ど
の
対
策

︵
灰
岡
委
員
︶

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

現
状
と
問
題
点
は

︵
嘉
屋
委
員
︶

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

チ
ケ
ッ
ト
を
対
象
者
全
員
に

　

24
年
ぶ
り
の
町
長
選

挙
で
あ
っ
た
が
︑
投
票

率
は
57
・
13
％
と
低
か
っ
た
︒

町
長
選
挙
の
投
票
率
向
上
に

つ
い
て
ア
イ
キ
ャ
ン
に
よ
る

政
見
放
送
な
ど
で
き
な
い
か
︒

　

和
木
町
選
挙
管
理
委

員
会
で
は
投
票
率
向
上

の
た
め
︑
役
場
庁
舎
に
懸
垂

幕
を
設
置
︑
広
報
わ
き
︑
和

木
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
情

報
掲
載
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
︒
政
見
放
送
は
︑
タ
イ
ト

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
放

送
の
収
録
を
す
る
こ
と
が
困

難
で
実
施
で
き
な
い
︒

　

こ
ど
も
園
入
所
の
合

否
判
定
連
絡
が
3
月
後

半
に
な
っ
て
︑
入
所
が
か
な

わ
な
か
っ
た
保
護
者
は
︑
1

週
間
以
内
に
新
た
な
保
育
所

を
見
つ
け
る
の
に
困
難
な
状

況
と
聞
い
て
い
る
︒
合
否
判

定
連
絡
を
3
月
上
旬
に
な
ど

早
く
で
き
な
い
か
︒

　

通
知
が
早
く
届
く
よ

う
次
年
度
の
通
知
に
つ

い
て
は
︑
3
月
上
旬
に
通
知

し
た
い
︒

長井手水路に置かれたエネマリン 
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よ
う
や
く
朝
晩
の
気
配
が
秋
ら
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
挨
拶
が

合
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
何
し
ろ

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
の
は
、
ま

だ
9
月
10
日
で
す
。
編
集
後
記
と
は

名
ば
か
り
で
、
11
月
1
日
発
行
予
定

の
議
会
だ
よ
り
の
編
集
後
記
を
、
ひ

と
月
半
以
上
前
に
は
、「
編
集
後
記
を

早
く
書
い
て
」
と
、
議
会
事
務
局
か

ら
苦
笑
い
の
連
絡
を
受
け
ま
し
た
。

「
編
集
後
記
」
で
は
な
く
、ま
る
で
「
編

集
前
記
」
の
状
態
で
す
。

　
10
月
に
議
会
が
ず
れ
込
み
、
編
集

は
広
報
部
会
5
人
が
一
致
団
結
し
て

半
月
の
間
に
頑
張
ら
な
い
と
間
に
合

い
ま
せ
ん
。
11
月
1
日
発
行
予
定
は
、

絶
対
に
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
今
朝
は
、
大
雨
警
報
と

昨
夜
の
大
竹
で
の
コ
ン
ビ
ニ
強
盗
の

せ
い
で
、
登
校
中
の
児
童
に
出
会
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
朝
の
挨
拶
が
無
い

と
、
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
気
持
の
一
日

で
す
。

（
明
本 

光
弘
）

議長 兼 本 信 昌

森　脇　明　美
広報広聴委員長

上田  丈二　　中村  充子
明本  光弘　　津島  宏保

広 報 部

発行責任者

議会町づくり懇談会
写真集 短大生と親子の交流

くすぐり遊び

シフォンスカーフを使って

パネルシアターにくぎづけ

親子で歌あそび

学生さんによる
パネルシアター

新聞紙で
帽子づくり
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